
	 

表 1	 青森湾西岸断層帯のまとめ．	 

	 

従来評価 今回調査を含めた結果 備考

１．断層帯の位置・形態

（１）断層帯を構成する断層 青森湾西断層、野木和断層、入内断層 入内断層、青森港沖背斜 青森湾西断層および野木和断層は，長さ約
16kmの別の起震断層を構成している．

（２）断層帯の位置・形状

　地表における断層帯の位置・形状

　　断層帯の位置（両端の緯度・経度） （北端）北緯40°59’，東経140°38’
（南端）北緯40°43’，東経140°43’

（北端）北緯40°57’，東経140°44’
（南端）北緯40°43’，東経140°43’

　　長さ 約31km 約27km

　地下における断層面の位置・形状 地表での長さ・位置と同じ 地表での長さ・位置と同じ

　　上端の深さ 0km 0km 北部では，青森港沖背斜の東翼基部に伏
在断層が推定される．

　　一般走向 N20°W N5-10°E

　　傾斜 高角度西傾斜 高角度西傾斜 変更なし．

　　幅 不明 不明 変更なし．

（３）断層のずれの向きと種類 西側隆起の逆断層 西側隆起の逆断層 変更なし．

２．断層の過去の活動

（１）平均的なずれの速度 0.4-0.8m/千年程度（上下成分） 0.4-0.8m/千年（上下成分） 変更なし．

（２）過去の活動時期 不明 最新活動　約2千8百年前以後－約1千6百年
前以前

（３）１回のずれの量と平均活動間隔

　１回のずれの量 2－3m程度（上下成分） 2m程度（上下成分） 断層の長さから推定．

　平均活動間隔 3千－6千年程度 2千6百年－5千3百年程度 １回のずれ量と平均的なずれの速度から推
定．

（４）過去の活動区間 断層帯全体で１区間 断層帯全体で１区間 変更された断層帯区分に，松田（1990）の基
準を適用して推定．
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表 2	 平舘断層のまとめ．	 

	 

従来評価 今回調査を含めた結果 備考

１．断層帯の位置・形態

（１）断層帯を構成する断層 平舘断層 活断層研究会編（1991）の根岸西方の断層
と，その海域延長部から構成される．

（２）断層帯の位置・形状

　地表における断層帯の位置・形状

　　断層帯の位置（両端の緯度・経度） （北端）北緯41°16’，東経140°32’
（南端）北緯41°07’，東経140°38’
もしくは（南端）北緯41°02’，東経140°40’

北端部は，これよりも北西に延びる．

　　長さ 約20km以上（もしくは約30km以上）

　地下における断層面の位置・形状 地表での長さ・位置と同じ

　　上端の深さ 0km 北部では，背斜の北東翼基部に伏在断層
が推定される．

　　一般走向 N30°W（もしくはN35°W）

　　傾斜 西傾斜

　　幅 不明

（３）断層のずれの向きと種類 西側隆起の逆断層

２．断層の過去の活動

（１）平均的なずれの速度 0.4m/千年程度（上下成分）

（２）過去の活動時期 不明 最終氷期最盛期より後の海面上昇期以後
に活動した可能性がある，

（３）１回のずれの量と平均活動間隔

　１回のずれの量 1.5m程度以上（もしくは2m程度以上）（上下
成分）

断層の長さから推定．

　平均活動間隔 4千年程度以上（もしくは6千年程度以上） １回のずれ量と平均的なずれの速度から推
定．

（４）過去の活動区間 断層全体で１区間 松田（1990）の基準を適用して推定．
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表 3	 青森湾西－野木和断層帯のまとめ．	 

	 

従来評価 今回調査を含めた結果 備考

１．断層帯の位置・形態

（１）断層帯を構成する断層 青森湾西断層、野木和断層、入内断層で青
森湾西岸断層帯を構成する。

青森湾西断層、野木和断層 入内断層は，青森港沖背斜とともに，長さ約
27kmの別の起震断層を構成している．

（２）断層帯の位置・形状

　地表における断層帯の位置・形状

　　断層帯の位置（両端の緯度・経度） （北端）北緯40°59’，東経140°38’
（南端）北緯40°50’，東経140°37’

青森湾西断層と野木和断層は幅約2~4km
の断層帯を構成する．また、青森湾西断層
の東約5~6kmにかけて，奥内沖向斜の西
翼が分布している．

　　長さ 約16km

　地下における断層面の位置・形状 地表での長さ・位置と同じ

　　上端の深さ 0km

　　一般走向 N-S

　　傾斜 西傾斜

　　幅 不明

（３）断層のずれの向きと種類 西側隆起の逆断層

２．断層の過去の活動

（１）平均的なずれの速度 不明

（２）過去の活動時期 不明

（３）１回のずれの量と平均活動間隔

　１回のずれの量 1m程度（上下成分） 断層の長さから推定．

　平均活動間隔 不明

（４）過去の活動区間 断層帯全体で１区間 変更された断層帯区分に，松田（1990）の基
準を適用して推定．
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表 4	 平舘海峡撓曲のまとめ．	 

	 

従来評価 今回調査を含めた結果 備考

１．断層帯の位置・形態

（１）断層帯を構成する断層 平舘海峡撓曲 幅1~3kmの撓曲帯からなる．

（２）断層帯の位置・形状

　地表における断層帯の位置・形状

　　断層帯の位置（両端の緯度・経度） （北端）北緯41°12’，東経140°42’
（南端）北緯41°05’，東経140°44’

　　長さ 約14km以上 南北両端部が未調査．

　地下における断層面の位置・形状 地表での長さ・位置と同じ

　　上端の深さ 0km

　　一般走向 N10°W

　　傾斜 不明

　　幅 不明

（３）断層のずれの向きと種類 不明

２．断層の過去の活動

（１）平均的なずれの速度 0.1-0.3m/千年程度（上下成分）

（２）過去の活動時期 不明

（３）１回のずれの量と平均活動間隔

　１回のずれの量 1m程度以上（上下成分） 断層の長さから推定．

　平均活動間隔 4千年－1万年程度以上 １回のずれ量と平均的なずれの速度から推
定．

（４）過去の活動区間 不明
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表 5	 平舘海峡撓曲による地層等の分布高度差および層厚の変化（S5 測線）．	 

	 

	 

	 

表 6	 平舘海峡撓曲による地層等の分布高度差および層厚の変化（S11 測線）．	 

	 

	 

	 

表 7	 平舘海峡撓曲による地層等の分布高度差および層厚の変化（S12 測線）．	 
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表 8	 青森港沖背斜による地層等の分布高度差および層厚の変化（M33 測線）．	 

	 

	 

	 

表 9	 青森港沖背斜による地層等の分布高度差および層厚の変化（M36 測線）．	 

	 

層準

海底面

B1層の基底

B2層の基底

高度差(m) 層準 層厚（m)

西翼 東翼 背斜全体 地点1 地点２

（西上がり） （背斜軸） （東翼基部）

（約2.0km） （約1.6km） （約3.6km）

3 14 11

10以上 24 14 以下 B1層 （最上部を除く） 8以上 13.0

24程度？ B2層 21.0

層準

海底面

B1層上部の反射面bt

B1層下部の反射面

B1層の基底

B2層の基底

高度差（m） 層準 層厚（m)

西翼 東翼 背斜全体 （背斜軸） （東翼基部）

（西上がり）

（約2.0km） （約1.6km） （約3.6km）

4 7

4以上

10

7 B1層 （最上部を除く） 11

7 B2層 21 19

50



表 10	 柱状採泥試料の放射性炭素年代測定結果．	 

	 

測定および較正は(株)地球科学研究所による．木片試料の暦年較正は IntCal09 データベース，貝殻試料の暦年較正は Marine09

データベース（Reimer	 et	 al.,	 2009）を用いて行われた．海洋リザーバー効果の地域的な補正はされていない．	 
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図 1　既存の長期評価による青森湾西岸断層帯の活断層位置と主な調査地点．

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2004a）．
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舘断層と呼ばれている．
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図 7　調査海域北部のブーマー探査測線の位置図．シングルチャンネル探査測線を赤

線と発振点番号 1000 番ごとの区切りで示す．その他の探査測線の凡例は図 6

と同じ．ただし，産業技術総合研究所（2009a）の探査測線（橙線）のうち，

今回の調査で再解釈した N0.1〜13 測線の範囲を太線で示す．
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図 8　調査海域南部のブーマー探査測線の位置図．シングルチャンネル探査測線を

赤線と発振点番号 1000 番ごとの区切り，マルチチャンネル探査測線を黒線

と発振点番号 500 番ごとの区切りで示す．その他の測線の凡例は図 6と同じ．
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図 13　調査海域北部の本調査および既存の探査測線上で検出された地質構造
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図 25　平舘海峡撓曲付近の既存のブーマー探査記録による解釈断面図（その 1）．産

業技術総合研究所（2009a）によるブーマー探査記録 (No.1〜4 測線 )の再解釈．

No.4 測線では探査記録のデジタル収録ができなかったため，探査中に記録紙

に同時出力した結果を示す．
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収録ができなかったため，記録紙に出力した結果を示す．
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図 40　SES 探査による測深記録から作成した海底地形図．本調査に

よる海域の活構造を赤線で示す．
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反射面Ⅰ 反射面Ⅱ

図 44　SES 探査により検出された A層中の反射面Ⅰ（左図，橙色線）およびⅡ（右図，緑色線）の分布．
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反射面Ⅲ 反射面Ⅳ

図 45　SES 探査により検出された A層中の反射面Ⅲ（左図，黄色線）およびⅣ（右図，紫色線）の分布．
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反射面Ⅴ 反射面Ⅵ

図 46　SES 探査により検出された A層中の反射面Ⅴ（左図，青色線）およびⅥ（右図，赤色線）の分布．
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図 71　1766 年津軽の地震による震度分布（宇佐美，2003）．
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